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静岡工場の譲受に関する第一三共株式会社との 
基本合意書締結のお知らせ 

 
 
シミック株式会社（本社：東京都品川区、社長：中村 和男、以下「当社」）は、第一三共株式

会社（本社：東京都中央区、社長：庄田 隆、以下「第一三共」）との間で、第一三共の完全子会

社である第一三共プロファーマ株式会社（本社：東京都中央区、社長：岡部 正博）静岡工場の   

土地・建物・設備などの資産を譲り受け、同工場における現有製造品目の生産を受託することに

ついて基本合意に達しましたので、お知らせいたします。 
 

記 
 

１．取得の理由 
当社グループは、開発から製造、販売まで、製薬企業の医薬品事業をフルサポートする体制

を整え、当社独自のビジネスモデルである PVC（Pharmaceutical Value Creator）のもと、製

薬企業の価値最大化に取り組んでいます。現在、これらの支援サービスの強化・充実を図ると

ともに、収益基盤の更なる拡充を目指しています。 
 
具体的には、国内最大級の医薬品開発受託機関（CRO※１）事業や治験施設支援機関（SMO

※２）事業を展開しながら、医薬品製造受託機関（CMO※３）事業や、医薬品営業支援機関（CSO
※４）などの事業強化を進めています。とりわけ、CMO 事業では日本、韓国、米国の３か国で

工場を有し、高い品質と柔軟かつ安定した生産供給で多くの信頼と実績を築きながら、受託剤

形の拡大、なかでも固形製剤ならびに注射剤の国内生産を目的とした工場取得の必要性につい

て検討を進めていました。 
. 
今回の譲受により、拡大傾向にある医薬品製造受託市場の中で、当社グループはほぼ全ての剤 

形が受託可能な国内最大級の CMO になります。医薬品製造のファブレス化やアウトソーシング

化を進めるクライアントに対し、これまで以上に多種多様なニーズに柔軟かつ迅速に応えられる

ようになります。 
 
 CMO 事業においては、当社グループの強みを最大限に活かしながら、既存クライアントから

の受注増や新規顧客の開拓に積極的に取り組んでまいります。当社グループは今後も企業価値の

向上に結びつく時代に即した施策を、スピード感を持って進めてまいります。 



 

 

 
 
 
 
２．第一三共プロファーマ株式会社 静岡工場の概要 

所在地 静岡県島田市金谷東 1 丁目 588 番地 
面 積 210,000 ㎡ 
操業開始 1965 年 
従業員数（2009 年 7 月） 387 名 
生産能力 錠剤      15 億錠／年 

カプセル剤   5 億カプセル／年 
散・細粒剤   200 トン／年  
注射剤     300 万本／年 

主な生産品目 医療用医薬品 
クラビット錠、トランサミンカプセル、パントシン散、

オムニパークシリンジなど 
 
 
 
３．譲り受けの方法 
第一三共が完全子会社として設立する株式会社（名称未定。以下、静岡新会社）に対象事業の

資産を吸収分割の方法により承継します。その後、当社が静岡新会社の全株式を第一三共より譲

り受ける予定です。株式譲受後、一部の品目は第一三共プロファーマ株式会社の他工場に製造移

管されますが、それ以外の品目については静岡新会社が製造を受託する予定です。 
 
 
 
４．スケジュール 

2009 年 10 月 静岡新会社設立（予定） 
2009 年 11 月 最終契約書締結（予定） 
2010 年  4 月 株式譲受、営業開始（予定） 

 
 
 
５．当事会社の概要 

シミック株式会社 

設立 1985 年 
代表者 代表取締役会長兼社長 CEO 中村 和男 
資本金 30 億 8,775 万円 
売上高 連結 257 億円（2008 年 9 月期） 
従業員数 連結 2,552 名 
主な事業内容 医療用医薬品等の研究開発・製造・営業支援等 

 
 



 

 

 
 
 
 

第一三共株式会社 

設立 2005 年※ 
代表者 代表取締役社長 庄田 隆 
資本金 500 億円 
売上高 連結 8,421 億円（2009 年 3 月期） 
従業員数 連結 28,895 名 
主な事業内容 医療用医薬品の研究開発・製造・販売等 

            ※同社の前身である三共株式会社および第一製薬株式会社の創業は 
それぞれ 1899 年と 1915 年です。 

 
 
 
６．今後の見通し 
 両社は今後、具体的な検討を行い、最終合意に向けて協議を進めてまいります。詳細は明ら

かになり次第お知らせいたします。本件の 2009 年 9 月期の単独および連結損益への影響は  

ありませんが、2010 年 9 月期以降の業績に貢献するものと期待しています。 
 
 
 
 
※１ CRO：医薬品開発受託機関。治験依頼者である製薬企業より委託され、医薬品の開発に関わる業務を行う組織・団体。 

Contract Research Organization の略。 

 

※２ SMO：治験施設支援機関。治験の実施に係る業務の一部を実施医療機関から受託する組織・団体。適正で円滑な治験   

が実施できるよう医療機関において煩雑な治験業務を支援する。Site Management Organization の略。 

 

※３ CMO：医薬品製造受託機関。製薬企業等からの委託を受け、医薬品の製造に関わる業務を行う組織、団体。 

Contract Manufacturing Organization の略。 

 

※４ CSO：営業、マーケティング業務の受託機関。CSO の医薬情報担当者（MR）は、委託者である製薬企業に代り、 

医療機関に対し医薬品の効能・効果・副作用情報等の適正使用情報を積極的に提供・収集する。 

Contract Sales Organization の略。 

 
 

以上 
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【シミック株式会社】 
 当社グループは、日本で最初のCRO（医薬品開発受託機関）として、臨床試験の効率化、迅速

化に貢献するサービスを提供しています。その豊富な経験を活かし、医薬品の基幹的なプロセス

である開発、製造、営業などの業務を総合的に支援する「PVC(ファーマシューティカル・バリュ

ー・クリエイター)」を標榜し、製薬会社の企業価値の最大化に貢献すべく、幅広いサービスを  

展開しています。詳しくは当社のホームページをご覧下さい。 http://www.cmic.co.jp/ 
 

 

【第一三共株式会社】 
 グローバル創薬型企業、第一三共株式会社は、2005 年に日本を代表する２つの製薬企業が経営

統合し、設立されました。この経営統合によって、世界の患者様の生活の質を向上させる新薬を

継続的に開発出来る強靭な組織となりました。第一三共は、血栓症、癌、糖尿病および自己免疫

疾患を研究開発の重点領域とし、高血圧、脂質異常症および動脈硬化症、感染症をフランチャイ

ズ領域としています。詳しくは同社のホームページをご覧下さい。http://www.daiichisankyo.co.jp/ 
 
 
【第一三共プロファーマ】 
 2007 年 4 月に第一製薬と三共との経営統合に伴い、第一製薬の製造子会社であった第一ファル

マテックと三共の製造部門が統合して設立された、国内最大級の医薬品製造会社です。 
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